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森下俊三氏副会長関西経済連合会古川実氏副会頭大阪商工会議所

篠崎由紀子氏常任幹事関西経済同友会
　関西経済連合会や大阪商工
会議所、関西経済同友会など
関西経済界は厳しい経済情勢
のもとで、イノベーション創
出や国際競争力強化のため、
それぞれ役割を果たそうとし

ている。大阪の都市開発、中
小企業の成長分野参入支援な
ど、さまざまなテーマがある
中で、いま何が必要なのか。
関西経済界の有識者３氏に地
域活性化の方策を聞いた。

連
携
深
め
人
材
育
成
・
確
保

官
民
一
体
の
活
動
が
重
要

大
阪
の
潜
在
力
、
高
め
た
い

地
域
経
済
活
性
化
へ
の
道
有
識
者
３
氏
に
聞
く
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―
中
小
企
業
の
成
長
分
野

参
入
支
援
の
五
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
「
旅
游
都
市
化
推
進
は
、

り
ょ
ゆ
う

ざ
こ
ば
の
朝
市
の
開
催
や
中

之
島
を
中
心
と
し
た
水
辺
の

に
ぎ
わ
い
拠
点
づ
く
り
な
ど

の
提
言
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡

大
た
め
の
中
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
態
勢
強
化
な
ど
を

図
っ
て
い
る
。
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
分
野
で
は

も

っ
と
大
阪

フ
ォ
ー
ラ
ム
を

通
じ
て
、
燃
料
電
池
な
ど
に

つ
い
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
大
企
業
と
中

堅
・
中
小
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
方
式
の
共
同

開
発
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
る
」

　
―
「
大
阪
水
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
海
外
展
開
支
援
が
活
発
で

す
。

　
「
関
西
・
ア
ジ
ア
環
境
・

省
エ
ネ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
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ｉ

の
水

分
科
会
は
１
４
０
社
・
団
体

が
参
加
。
タ
イ
・
中
国
・
ベ

ト
ナ
ム
を
重
点
に
ミ
ッ
シ
ョ

ン
派
遣
や
各
国
の
現
地
展
示

会
に
出
展
し
、
具
体
的
な
商

談
成
果
が
出
始
め
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
。
ま
た
タ
イ

や
中
国
の
政
府
・
現
地
業
界

団
体
と
近
畿
経
済
産
業
局
、

Ｔ
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ａ
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Ｅ
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Ｋ
ａ
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ａ
ｉ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
分

野
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
で
協
力

文
書
を
結
び
両
地
域
で
持
続

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
体
制
を

整
え
た
。
ベ
ト

ナ
ム
で
も
同
様

に
考
え
て
い

る
」

　
―
成
果
や
活

動
に
お
い
て
重

要
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
。

　
「
国
際
協
力

機
構
や
国
際
協

力
銀
行
、
日
本
貿
易
振
興
機

構
な
ど
官
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
深
め
、
官
民
一
体
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
だ
。
そ
し
て
入
手

し
た
情
報
を
ベ
ー
ス
に
関
西

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
ｓ
に
続
く
個
別
の

チ
ー
ム
を
組
み
具
体
的
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

く
。
い
き
な
り
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
狙
い
に
く
け
れ
ば
、

ま
ず
は
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
受

注
を
目
指
し
、
成
果
を
出
し

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
し
た

り
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
な
ど
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
、
採
択

を
受
け
た
り
す
る
方
法
も
あ

る
。
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ら

公
的
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
う
ま

く
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
」

　
―
モ
ノ
づ
く
り
人
材
育
成

の
考
え
方
は
。

　
「
日
本
が
国
際
競
争
を
勝

ち
抜
き
、
持
続
的
に
発
展
す

る
に
は
科
学
技

術
振
興
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
が
不
可

欠
だ
。
そ
の
た
め
に
産
学
官

が
連
携
し
、
研
究
開
発
か
ら

製
品
化
ま
で
一
貫
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
一
方
で

製
造
業
は
し
っ
か
り
し
た
基

盤
技
術
の
維
持
が
必
要
だ

が
、
冶
金
や
金
属
・
電
気
・

土
木
工
学
な
ど
の
分
野
で
研

究
活
動
が
縮
小
、
人
材
も
減

っ
て
い
る
。
産
学
官
連
携
で

現
場
と
教
員
、
学
生
の
三
つ

の
視
点
か
ら
効
果
的
に
こ
れ

ら
の
分
野
の
人
材
育
成
・
確

保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り

を
確
立
す
べ
き
だ
」

　
―

月
か
ら
社
会
人
対
象

に
「
金
属
・
材
料
工
学
」
講

座
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
大
阪
は
金
属
・
材
料
系

製
造
業
が
全
体
の
４
分
の
１

を
占
め
、
全
国

的
に
も
比
率
が

高
い
。
大
阪
府

立
大
学
は
じ
め

金
属
系
新
素
材

な
ど
を
研
究
す

る
大
学
で
構
成

す
る
大
阪
ベ
イ

エ
リ
ア
金
属
系

新
素
材
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
と
、
共
同
研
究
や

人
材
育
成
な
ど
の
課
題
を
議

論
す
る
中
で
、
基
礎
技
術
の

再
教
育
が
必
要
だ
と
あ
ら
た

め
て
認
識
し
た
。
産
業
界
と

大
学
が
お
互
い
の
知
恵
を
生

か
し
効
率
良
く
教
育
す
る
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
始
め
る
。
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
参
加
の
各
大

学
が
得
意
分
野
を
担
当
し
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
、
こ
れ

だ
け
系
統
だ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
大
学
で
も
な
か
な
か
で

き
な
い
」

　
―
今
後
の
人
材
育
成
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。

　
「
関
西
広
域
連
合
と
連
携

し
、
大
学
の
各
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
や
関
西
の
公
的
研
究
機

関
の
研
究
・
施
設
を
う
ま
く

活
用
し
て
基

盤
技
術
分
野

の
み
な
ら
ず

高
度
人
材
の

確
保
や
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
講
座
の
評
価
を
２
０

１
３
年
度
以
降
の
活
動
に
反

映
さ
せ
、
今
回
開
講
す
る
全

国
初
の
試
み
を
大
阪
発
モ
デ

ル
教
育
と
し
て
各
地
域
に
浸

透
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
金
属

・
材
料
工
学
同
様
に
問
題
意

識
を
持
つ
他
分
野
の
実
践
教

育
も
検
討
し
て
い
き
た
い
」

　
―
大
阪
の
梅
田
、
中
之

島
、
阿
倍
野
な
ど
に
お
け
る

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

　
「
梅
田
は
関
西
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
で
あ
り
２
０
１
３
年

春
に

う
め
き
た

に
ナ
レ

ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
開
業
す

る
な
ど
先
進
的
な

地
域
に
な
る
。
中

之
島
は
水
や
文

化
、
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
中
枢
、
ミ
ナ
ミ
は
大
阪

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
阿
倍

野
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
魅
力
に

加
え
、
日
本
一
の
高
層
ビ
ル

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

が
シ

ン
ボ
ル
に
な
る
。
こ
う
し
た

南
北
の
地
域
を
つ
な
ぐ
御
堂

筋
を
中
心
と
し
た
多
核
型
都

市
の
形
成
が
大
阪
全
体
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
」

　
―
う
め
き
た
２
期
開
発
で

は
、

大
阪
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク

構
想
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
世
界
中
を
見
て
も
、
韓

国
・
ソ
ウ
ル
の
清
渓
川
復
元

な
ど

世
紀
の
都
市
の
成
長

に
は
緑
と
水
が
欠
か
せ
な

い
。
各
都
市
は

緑
と
水
の
オ
ー

プ
ン
空
間
が
都

市
に
潤
い
を
も

た
ら
し
、
経
済

的
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
に
つ
な
が
る

事
に
気
づ
き
出

し
た
。
同
友
会

は
緑
と
水
の
都

市
空
間

グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク

を
提
言
し
て
い
る
」

　
―
実
現
に
必
要
な
こ
と

は
。

　
「
ア
ジ
ア
各
国
の
都
市
が

魅
力
的
に
な
り
都
市
間
競
争

は
激
化
す
る
中
、
世
界
で
存

在
感
を
高
め
る
に
は
大
胆
な

変
貌
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ

に
は
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
と

首
長
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。

大

阪
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

構

想
に
前
向
き
な
橋
下
徹
大
阪

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

期
待
し
て
い
る
」

　
―
府
や
市
が
環
境
整
備
す

る
一
方
で
民
間
は
何
が
で
き

ま
す
か
。

　
「
例
え
ば

大
阪
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク

基
金
を
創
設

し
、
日
々
育
つ
緑
の
管
理
を

民
間
の
資
金
で
維
持
し
た

り
、
う
め
き
た
の
緑
の
一
画

や
施
設
を
民
間
の
寄
付
で
ま

か
な
っ
た
り
す
る
方
法
が
あ

る
。
う
め
き
た
の
機
運
を
中

之
島
や
大
阪
全
域
に
も
広
げ

て
い
け
れ
ば
望
ま
し
い
。
ま

ち
づ
く
り
は
地
域
の
住
民
や

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動

に
加
え
、
街
が
好
き
と
い
う

サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と

が
大
き
な
力
と
な
る
」


